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覇
空
港
か
ら
北
に
車
で
約
30

分
。
編
集
部
が
向
か
う
の
は
県

都
那
覇
市
の
北
に
隣
接
し
、
琉
球
王
国

発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
な
浦う
ら
そ
え添
市
だ
。

目
的
地
は
、2
0
2
3
年
12
月
に
移
転

開
設
し
た
ば
か
り
の
浦う
ら
そ
え添

総
合
病
院
。

抜
け
る
よ
う
に
青
い
広
大
無
辺
な
空
の

下
に
、
7
階
建
て
の
近
代
的
な
白
亜
の

外
観
の
輪
郭
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上

が
っ
て
い
る
。
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
発
着
す
る
光
景
は
、

浦
添
総
合
病
院
の
機
能
と
強
み
を
象
徴

的
に
示
し
て
い
る
。

　
浦
添
総
合
病
院
は
沖
縄
浦
添
病
院
と

し
て
1
9
8
1
年
に
開
院
。
86
人
の
職
員

と
12
人
の
医
師
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、現
在

で
は
1
0
0
0
人
超
の
職
員
数
と
1
3
0

人
も
の
医
師
数
に
ま
で
増
加
し
た
。
県
内

に
3
施
設
あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

一
つ
で
あ
り
、沖
縄
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事

業
の
基
地
病
院
と
し
て
離
島
を
含
む
沖

縄
本
島
の
三
次
救
急
を
担
っ
て
い
る
。

　
全
国
の
多
く
の
病
院
が
衰
退
・
縮
小

傾
向
に
あ
る
な
か
、
浦
添
総
合
病
院
に

は
優
れ
た
人
材
が
集
ま
り
、常
に
発
展

し
な
が
ら
高
度
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え

続
け
て
い
る
。
そ
の
強
さ
の
本
質
に
迫

る
た
め
、
病
院
長
の
伊
志
嶺
朝
成
氏
ら

に
話
を
伺
っ
た
。
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全
国
の
特
徴
あ
る

病
院
を
取
材
す
る

〝
フ
ォ
ル
テ
〞

那

充実のプレホスピタルケアと“最先端”で

沖縄全域の高度急性期医療を支える
次
の
ペ
ー
ジ
へ

日
本
列
島

Interviewee

伊志嶺 朝成
病院長

Tomonari Ishimine 

上原 裕規
主任部長
循環器内科

Hiroki Uehara
武藤  亮
医長
整形外科

Akira Muto

Interviewee

仲村 健太郎

病院長補佐 兼
循環器内科不整脈 部長

Kentaro Nakamura
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同
時
に
、
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境

の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

病
院
機
能
の
核
は
高
度
急
性
期
医

療（
救
急
医
療
）と
が
ん
診
療
だ
。
他

の
診
療
科
で
も
急
性
期
医
療
に
対
応

す
る
た
め
の
高
度
な
医
療
提
供
体
制

が
整
っ
て
い
る
。

救
急
医
療
は
1
9
8
1
年
の
開
設

当
時
か
ら
力
を
注
ぎ
、県
内
に
3
施
設

あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と

し
て
、24
時
間
3
6
5
日
、重
症
患
者

の
救
急
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
年
間

の
救
急
患
者
数
は
約
1
万
7
0
0
0

人
。
救
急
搬
送
件
数
は
約
5
4
0
0

件
。
さ
ら
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ（
搬
送
人

数
）3
7
7
件
、ド
ク
タ
ー
カ
ー（
搬
送

人
数
）4
1
5
件
と
い
う
実
績
を
誇
る
。

浦
添
総
合
病
院
の
高
度
急
性
期
医
療

が
担
う
医
療
圏
は
沖
縄
全
域
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
沖
縄
県
の
人
口
は
約
1
4
6
万
人

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
南
部
地
域

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
病
院
が
位
置

す
る
浦
添
市
は
54
万
人
の
南
部
医
療

圏
と
74
万
人
の
中
部
医
療
圏
の
境
目

に
あ
り
、
そ
う
し
た
位
置
関
係
か
ら

南
部
だ
け
で
は
な
く
中
部
医
療
圏
も

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
部

医
療
圏
や
離
島
の
急
性
期
医
療
も
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対
応
す
る
な
ど
、沖

縄
全
域
の
高
度
急
性
期
医
療
を
支
え

て
い
ま
す
」（
伊
志
嶺
氏
）

救
急
の
強
み
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
代
表
さ
れ
る〝
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
〟だ
。
２
０
０
５
年

に
仁
愛
会
単
独
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事

業
を
開
始
し
、２
０
０
８
年
に
は
沖
縄

県
の
補
助
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、

基
地
病
院
と
な
っ
た
。２
０
１
２
年
か

ら
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
、現
在
は
2
台
保
有
、う
ち
1
台

は
高
規
格
救
急
車
を
採
用
す
る
。
ま

た
、
病
院
救
命
士
の
養
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。２
０
２
３
年
に
は
搬
送

前
の
患
者
の
状
態
を
把
握
し
、
搬
送

後
す
ぐ
に
最
適
な
処
置
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム「N

EXT S
tage ER

」を
県
内

で
初
め
て
導
入
し
た
。
さ
ら
に
旧
病

院
時
代
に
は
病
院
か
ら
離
れ
た
場
所

に
あ
っ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
新
病
院
で
は

屋
上
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
迅
速

な
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、県
内
の
民
間
病
院
と
し
て

初
め
て
災
害
拠
点
病
院
の
指
定
も
受

け
る
な
ど
災
害
医
療
体
制
も
充
実
し

て
お
り
、直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
へ

の
D
M
A
T
に
よ
る
災
害
派
遣
に
も
対

応
。
県
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
在
籍
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
県

全
体
の
入
院
状
況
を
把
握
し
、感
染
者

の
効
率
的
な
入
院
調
整
が
で
き
る
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム「
O
C
A
S
」
を
開
発

運
用
す
る
な
ど
、沖
縄
県
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

新
病
院
で
は
混
合
病

棟
か
ら
疾
患
別
の
病
棟

構
成
と
な
り
、機
能
的
な

施
設
配
置
に
よ
る
導
線

の
最
短
化
に
よ
っ
て
業

務
効
率
が
上
が
り
、専
門

性
の
高
い
チ
ー
ム
医
療

が
可
能
と
な
っ
た
。
各
病

棟
は
同
じ
規
格
で
統
一

さ
れ
、面
積
は
旧
病
院
の

1
・
5
倍
、
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
3
倍
も
の

広
さ
と
な
り
、
適
切
な
距
離
が
確
保

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
症
対
策

に
も
非
常
に
有
効
に
働
い
て
い
る
と
、

病
院
長
補
佐
兼
循
環
器
内
科
不
整
脈

部
長
の
仲
村
健
太
郎
氏
は
言
う
。

「
当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
重
点
医
療
機
関
と
し
て
重
症
患

者
を
多
く
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ほ
と
ん
ど
の
病
院
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
お
り
、当

院
で
も
万
全
の
感
染
症
対
策
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
旧
病
院
で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
を
防
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
新
病
院
に
な
っ
て
か
ら
は
一
切

起
き
て
い
ま
せ
ん
」

さ
ら
に
新
病
院
と
な
っ
て
県
内
の

急
性
期
病
院
で
は
初
と
な
る「
ス
マ
ー

ト
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」も
全
病
床
に

導
入
さ
れ
た
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
専

用
端
末
に
患
者
情
報
が
集
約
さ
れ
て

病
院
の
正
面
玄
関
を
入

る
と
、琉
球
石
灰
岩
の
大

き
な
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
が

迎
え
て
く
れ
る
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
天
井
は
高
く
、

廊
下
も
広
々
と
し
て
開
放
的
だ
。
白

壁
に
木
目
調
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ

た
院
内
は
、
上
質
な
ホ
テ
ル
の
よ
う

な
温
か
さ
と
落
ち
着
き
が
あ
り
、病

院
特
有
の
重
々
し
さ
や
慌
た
だ
し
い

雰
囲
気
は
一
切
感
じ
な
い
。
そ
れ
は

生
き
生
き
と
し
た
職
員
た
ち
の
姿
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

2
0
2
3
年
、
肝
胆
膵
外
科
高
度

技
能
指
導
医
で
も
あ
る
伊
志
嶺
朝
成

氏
が
病
院
長
に
就
任
し
た
。
伊
志
嶺

氏
は
こ
う
語
る
。

「
病
院
と
い
う
の
はPatient First

（
患
者
様
第
一
主
義
）が
基
本
で
、
一

番
大
切
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、職
員
の
幸
せ
も
同
じ
よ
う
に

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
が

幸
せ
で
な
け
れ
ば
、患
者
さ
ん
を
幸

せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

浦
添
総
合
病
院
は
開
設
以
来
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
医
療
と

“最先端”を積極的に導入し
医療の質向上と業務効率化を図る

「例えば、経皮的ペースメーカーリード抜去術は重篤な
合併症を起こすこともあり、その場合は開胸も必要。こ
の手術ができるのは全国で70施設ほどで、かつ指導医
資格を有しているのは私を含め10人ほど。ハイブリッ
ド手術室が完備されたことで、こうした手術もより万全
の体制で行えるようになりました」（仲村氏）

Interview
ee 病 院 が 位 置 す る

浦
添
総
合
病
院
を

漢
字
一
文
字
で
表
す
と

沖縄県浦添市

高度急性期医療

仁
　仁愛会職員は慈悲深い愛情を持って患
者さんを助け、お互い尊重し支え合う関
係を築きます。自分だけでなく他人の幸
福も願い、共感と思いやりを持って社会
に貢献します。「患者さんの幸せのために」、

「当院で働く全ての職員（パートナー企業
含む）の幸せのために」、「地域から選ばれ
愛される病院」を目指します

浦添市は米軍基地がもたらすアメリカ文化と、琉
球王国発祥の地としての深い歴史を併せ持つ街。
写真は「国立劇場おきなわ」。沖縄の伝統芸能であ
る組踊や琉球舞踊などの定期公演が行われる

米盛 輝武

伊志嶺 朝成病院長

救命救急センター長

沖 縄 編

1  7000 人 / 年万

▼ 救 急 患 者 数（年間）

Hospital Data

最新の
「ハイブリッド手術室」を完備

最先端システムの導入

 2科から成る「循環器センター」 U
rasoe G

eneral H
ospital

社
会
医
療
法
人 

仁
愛
会

浦
添
総
合
病
院

開業以来、救急に力を注いできた
高度急性期医療に強い病院

3 138 24
25334

▼ 病 床 数

次救急約 人
人

人

うち専攻医

うち初期研修医床

▼ 救 急 指 定 ▼ 医 師 数

プライマリ・ケア教育に優れており、初期研修プログラムでは成人の急
性期疾患のマネジメントに重点を置く。救急は12週の研修期間と2年
間を通してERでの当直研修を行う。院内の必修科目は、内科、救急科、
麻酔科、外科、脳神経外科となっており、各連携施設の特徴を生かした
院外研修も可能。研修医がERで自信を持って救急初期対応ができるよ
う、オリジナルの救急初療標準化コース「SPAM」による Off the Job 
Training も充実。
新専門医制度下では内科・総合診療・外科・救急科の専門研修プログラ
ムの基幹施設となっており、いずれの診療科でも軽傷から重症・集中治
療まで幅広い症例を経験することができる

「現場に出動した医師による早期医療介入や、
現場から医療情報が救命救急センターにリア
ルタイムで共有されることで早期に治療方針
の決定・準備ができ、患者さんの生命予後、機
能予後が大きく改善されています。現場から
救命救急センター、専門診療科による決定的
治療、集中治療専門医による高度集中治療を
経て退院までを院内のみならず地域の医療機
関と共にシームレスに提供できることが強み
です」

「肝胆膵外科高度技
能専門医修練施設
Bとなっており、高
度技能指導医/専門
医が３人在籍して
います。高難易度の
肝胆膵手術にも対
応できます」

（伊志嶺氏）

循環器内科 と 心臓血
管外科は「循環器セン
ター」として毎週カン
ファレンスを行い、常
に十分な連携を図りな
がら最善・最先端の治
療を安全に提供できる
ように努めている

スマートベッドシステム

エントランス アートウォール
「太陽の砦」

 

初
期
研
修
と
専
門
研
修
の
特
徴 

日
本
列
島
病
院
探
訪
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同
時
に
、
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境

の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

病
院
機
能
の
核
は
高
度
急
性
期
医

療（
救
急
医
療
）と
が
ん
診
療
だ
。
他

の
診
療
科
で
も
急
性
期
医
療
に
対
応

す
る
た
め
の
高
度
な
医
療
提
供
体
制

が
整
っ
て
い
る
。

救
急
医
療
は
1
9
8
1
年
の
開
設

当
時
か
ら
力
を
注
ぎ
、県
内
に
3
施
設

あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と

し
て
、24
時
間
3
6
5
日
、重
症
患
者

の
救
急
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
年
間

の
救
急
患
者
数
は
約
1
万
7
0
0
0

人
。
救
急
搬
送
件
数
は
約
5
4
0
0

件
。
さ
ら
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ（
搬
送
人

数
）3
7
7
件
、ド
ク
タ
ー
カ
ー（
搬
送

人
数
）4
1
5
件
と
い
う
実
績
を
誇
る
。

浦
添
総
合
病
院
の
高
度
急
性
期
医
療

が
担
う
医
療
圏
は
沖
縄
全
域
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
沖
縄
県
の
人
口
は
約
1
4
6
万
人

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
南
部
地
域

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
病
院
が
位
置

す
る
浦
添
市
は
54
万
人
の
南
部
医
療

圏
と
74
万
人
の
中
部
医
療
圏
の
境
目

に
あ
り
、
そ
う
し
た
位
置
関
係
か
ら

南
部
だ
け
で
は
な
く
中
部
医
療
圏
も

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
部

医
療
圏
や
離
島
の
急
性
期
医
療
も
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対
応
す
る
な
ど
、沖

縄
全
域
の
高
度
急
性
期
医
療
を
支
え

て
い
ま
す
」（
伊
志
嶺
氏
）

救
急
の
強
み
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や

ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
代
表
さ
れ
る〝
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
〟だ
。
２
０
０
５
年

に
仁
愛
会
単
独
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事

業
を
開
始
し
、２
０
０
８
年
に
は
沖
縄

県
の
補
助
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、

基
地
病
院
と
な
っ
た
。２
０
１
２
年
か

ら
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
、現
在
は
2
台
保
有
、う
ち
1
台

は
高
規
格
救
急
車
を
採
用
す
る
。
ま

た
、
病
院
救
命
士
の
養
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。２
０
２
３
年
に
は
搬
送

前
の
患
者
の
状
態
を
把
握
し
、
搬
送

後
す
ぐ
に
最
適
な
処
置
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム「N

EXT S
tage ER

」を
県
内

で
初
め
て
導
入
し
た
。
さ
ら
に
旧
病

院
時
代
に
は
病
院
か
ら
離
れ
た
場
所

に
あ
っ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
新
病
院
で
は

屋
上
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
迅
速

な
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、県
内
の
民
間
病
院
と
し
て

初
め
て
災
害
拠
点
病
院
の
指
定
も
受

け
る
な
ど
災
害
医
療
体
制
も
充
実
し

て
お
り
、直
近
で
は
能
登
半
島
地
震
へ

の
D
M
A
T
に
よ
る
災
害
派
遣
に
も
対

応
。
県
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
在
籍
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
県

全
体
の
入
院
状
況
を
把
握
し
、感
染
者

の
効
率
的
な
入
院
調
整
が
で
き
る
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム「
O
C
A
S
」
を
開
発

運
用
す
る
な
ど
、沖
縄
県
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

新
病
院
で
は
混
合
病

棟
か
ら
疾
患
別
の
病
棟

構
成
と
な
り
、機
能
的
な

施
設
配
置
に
よ
る
導
線

の
最
短
化
に
よ
っ
て
業

務
効
率
が
上
が
り
、専
門

性
の
高
い
チ
ー
ム
医
療

が
可
能
と
な
っ
た
。
各
病

棟
は
同
じ
規
格
で
統
一

さ
れ
、面
積
は
旧
病
院
の

1
・
5
倍
、
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
3
倍
も
の

広
さ
と
な
り
、
適
切
な
距
離
が
確
保

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
症
対
策

に
も
非
常
に
有
効
に
働
い
て
い
る
と
、

病
院
長
補
佐
兼
循
環
器
内
科
不
整
脈

部
長
の
仲
村
健
太
郎
氏
は
言
う
。

「
当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
重
点
医
療
機
関
と
し
て
重
症
患

者
を
多
く
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ほ
と
ん
ど
の
病
院
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
お
り
、当

院
で
も
万
全
の
感
染
症
対
策
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
旧
病
院
で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
を
防
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
新
病
院
に
な
っ
て
か
ら
は
一
切

起
き
て
い
ま
せ
ん
」

さ
ら
に
新
病
院
と
な
っ
て
県
内
の

急
性
期
病
院
で
は
初
と
な
る「
ス
マ
ー

ト
ベ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」も
全
病
床
に

導
入
さ
れ
た
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
専

用
端
末
に
患
者
情
報
が
集
約
さ
れ
て

病
院
の
正
面
玄
関
を
入

る
と
、琉
球
石
灰
岩
の
大

き
な
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
が

迎
え
て
く
れ
る
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
の
天
井
は
高
く
、

廊
下
も
広
々
と
し
て
開
放
的
だ
。
白

壁
に
木
目
調
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ

た
院
内
は
、
上
質
な
ホ
テ
ル
の
よ
う

な
温
か
さ
と
落
ち
着
き
が
あ
り
、病

院
特
有
の
重
々
し
さ
や
慌
た
だ
し
い

雰
囲
気
は
一
切
感
じ
な
い
。
そ
れ
は

生
き
生
き
と
し
た
職
員
た
ち
の
姿
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

2
0
2
3
年
、
肝
胆
膵
外
科
高
度

技
能
指
導
医
で
も
あ
る
伊
志
嶺
朝
成

氏
が
病
院
長
に
就
任
し
た
。
伊
志
嶺

氏
は
こ
う
語
る
。

「
病
院
と
い
う
の
はPatient First

（
患
者
様
第
一
主
義
）が
基
本
で
、
一

番
大
切
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、職
員
の
幸
せ
も
同
じ
よ
う
に

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
が

幸
せ
で
な
け
れ
ば
、患
者
さ
ん
を
幸

せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

浦
添
総
合
病
院
は
開
設
以
来
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
医
療
と

“最先端”を積極的に導入し
医療の質向上と業務効率化を図る

「例えば、経皮的ペースメーカーリード抜去術は重篤な
合併症を起こすこともあり、その場合は開胸も必要。こ
の手術ができるのは全国で70施設ほどで、かつ指導医
資格を有しているのは私を含め10人ほど。ハイブリッ
ド手術室が完備されたことで、こうした手術もより万全
の体制で行えるようになりました」（仲村氏）

Interview
ee 病 院 が 位 置 す る

浦
添
総
合
病
院
を

漢
字
一
文
字
で
表
す
と

沖縄県浦添市

高度急性期医療

仁
　仁愛会職員は慈悲深い愛情を持って患
者さんを助け、お互い尊重し支え合う関
係を築きます。自分だけでなく他人の幸
福も願い、共感と思いやりを持って社会
に貢献します。「患者さんの幸せのために」、

「当院で働く全ての職員（パートナー企業
含む）の幸せのために」、「地域から選ばれ
愛される病院」を目指します

浦添市は米軍基地がもたらすアメリカ文化と、琉
球王国発祥の地としての深い歴史を併せ持つ街。
写真は「国立劇場おきなわ」。沖縄の伝統芸能であ
る組踊や琉球舞踊などの定期公演が行われる

米盛 輝武

伊志嶺 朝成病院長

救命救急センター長

沖 縄 編

1  7000 人 / 年万

▼ 救 急 患 者 数（年間）

Hospital Data

最新の
「ハイブリッド手術室」を完備

最先端システムの導入

 2科から成る「循環器センター」 U
rasoe G

eneral H
ospital

社
会
医
療
法
人 

仁
愛
会

浦
添
総
合
病
院

開業以来、救急に力を注いできた
高度急性期医療に強い病院

3 138 24
25334

▼ 病 床 数

次救急約 人
人

人

うち専攻医

うち初期研修医床

▼ 救 急 指 定 ▼ 医 師 数

プライマリ・ケア教育に優れており、初期研修プログラムでは成人の急
性期疾患のマネジメントに重点を置く。救急は12週の研修期間と2年
間を通してERでの当直研修を行う。院内の必修科目は、内科、救急科、
麻酔科、外科、脳神経外科となっており、各連携施設の特徴を生かした
院外研修も可能。研修医がERで自信を持って救急初期対応ができるよ
う、オリジナルの救急初療標準化コース「SPAM」による Off the Job 
Training も充実。
新専門医制度下では内科・総合診療・外科・救急科の専門研修プログラ
ムの基幹施設となっており、いずれの診療科でも軽傷から重症・集中治
療まで幅広い症例を経験することができる

「現場に出動した医師による早期医療介入や、
現場から医療情報が救命救急センターにリア
ルタイムで共有されることで早期に治療方針
の決定・準備ができ、患者さんの生命予後、機
能予後が大きく改善されています。現場から
救命救急センター、専門診療科による決定的
治療、集中治療専門医による高度集中治療を
経て退院までを院内のみならず地域の医療機
関と共にシームレスに提供できることが強み
です」

「肝胆膵外科高度技
能専門医修練施設
Bとなっており、高
度技能指導医/専門
医が３人在籍して
います。高難易度の
肝胆膵手術にも対
応できます」

（伊志嶺氏）

循環器内科 と 心臓血
管外科は「循環器セン
ター」として毎週カン
ファレンスを行い、常
に十分な連携を図りな
がら最善・最先端の治
療を安全に提供できる
ように努めている

スマートベッドシステム

エントランス アートウォール
「太陽の砦」
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最
期
を
在
宅
で
過
ご
し
た
い
。
そ
ん
な
が
ん
患
者
に

と
っ
て
悩
ま
し
い
の
は
外
来
通
院
か
ら
在
宅
医
療
へ
の

移
行
期
だ
。

が
ん
のD

isease trajectory

の
特
徴
は
終
末
期
に
お

け
る
急
激
な
身
体
機
能
の
低
下
。在
宅
医
療
の
導
入
条
件
で

あ
る「
通
院
困
難
な
状
態
」を
待
っ
て
い
る
と
、主
治
医
と
し

て
関
わ
れ
る
時
間
は
週
の
単
位
、ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
数
日

と
い
う
こ
と
も
。
こ
の
短
期
間
で「
最
後
の
主
治
医
」と
し

て
患
者
に
関
わ
る
こ
と
は
双
方
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
。

そ
こ
で
悠
翔
会
で
は
、在
宅
療
養
を
希
望
す
る
患
者
と

で
き
る
だ
け
長
く
伴
走
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
、一
部
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
緩
和
ケ
ア
外
来
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

あ
る
日
、僕
の
外
来
に
70
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
女
性

が
受
診
さ
れ
た
。

3
年
前
に
健
康
診
断
で
便
潜
血
陽
性
を
指
摘
。
下
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
で
上
行
結
腸
癌
と
診
断
。
病
院
の
診
療

チ
ー
ム
は
治
癒
も
可
能
と
判
断
し
た
が
、本
人
は
治
療
を

希
望
せ
ず
、そ
の
後
、外
来
で
経
過
観
察
の
み
行
わ
れ
て
い

た
が
肝
転
移
が
出
現
、徐
々
に
増
大
し
て
い
る
と
い
う
。

病
院
で
改
め
て
治
療
し
な
い
と
い
う
方
針
を
確
認
さ
れ
、

自
宅
で
最
期
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
当
院
の
外
来
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

診
察
室
で
初
め
て
出
会
っ
た
彼
女
は
年
齢
の
わ
り
に
は

若
く
、聡
明
に
見
え
た
。

「
治
療
を
し
な
い
と
決
め
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
先
が
見

え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、病
院
か
ら
先
生
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。最
後
ま
で
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
だ
け
が
望
み
で
す
」

そ
う
い
う
と
彼
女
は
ま
っ
す
ぐ
に
僕
の
目
を
見
た
。

治
療
を
拒
絶
す
る
患
者
は
少
な
く
な
い
。

た
だ
し
、そ
れ
は
そ
の
人
の
価
値
観
と
い
う
よ
り
は
、病

状
や
治
療
に
対
す
る
不
十
分
な
理
解
、あ
る
い
は
誤
っ
た

認
識
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

既
往
歴
も
な
い
し
全
身
状
態
も
良
好
。ま
だ
ま
だ
闘
え
る
。

本
人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、生
命
予
後
が
延

長
す
る
こ
と
の
価
値
は
十
分
に
あ
る
は
ず
。

僕
は
改
め
て
病
気
の
こ
と
、治
療
の
選
択
肢
に
つ
い
て
、

治
療
を
選
択
し
た
場
合
、し
な
か
っ
た
場
合
の
経
過
の
見

通
し
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
た
。

彼
女
は
静
か
に
僕
の
説
明
が
終
わ
る
の
を
待
つ
と
、再

び
口
を
開
い
た
。

「
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
十
分
に
幸
せ
で
し
た
。
や

る
べ
き
こ
と
は
全
て
で
き
ま
し
た
。
治
療
を
し
て
命
を
延

ば
す
こ
と
で
、自
分
の
人
生
の
レ
ー
ル
自
体
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
、自
分
の
人
生
の
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思

う
の
で
す
。が
ん
も
含
め
て
、こ
れ
が
自
分
に
与
え
ら
れ
た

人
生
だ
と
思
っ
て
受
け
入
れ
た
い
。そ
れ
が
自
分
の
人
生
を

生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
」

先
生
が
治
療
に
つ
な
ぎ
た
い
気
持
ち
は
わ
か
る
。

で
も
、ど
う
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

彼
女
を
説
得
す
る
つ
も
り
が
、僕
が
彼
女
に
説
得
さ
れ

て
い
た
。

彼
女
の
決
断
が
自
身
の
強
い
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
た
僕
は
、支
援
方
針
を「
彼
女
の
残
さ
れ

た
時
間
を
で
き
る
だ
け
豊
か
に
す
る
こ
と
」に
切
り
替
え
た
。

そ
の
後
、彼
女
は
月
に
1
度
、顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、い
ま
の
生
活
の
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
。

夫
が
他
界
し
た
後
、家
を
処
分
し
自
分
で
新
し
い
住
ま

い
を
見
つ
け
、自
由
に
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
。そ
の
新
し
い

家
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
も
自

がが
んん
ばば
っっ
てて
くく
れれ
たた
ここ
のの
身身
体体
がが
愛愛
おお
しし
いい

1998年筑波大学医学専門学群を卒業後、社会福祉法人三井記念病院の内科研修医になる。消化器内科に進み、おもに肝腫瘍のラジオ波焼灼療法などに関わる。
2004年東京大学大学院医学系研究科博士課程に進学。大学院在学中のアルバイトで在宅医療に出合う。「人は病気が治らなくても、幸せに生きていける」
という事実に衝撃を受け、在宅医療にのめり込む。2006年大学院を退学し在宅療養支援診療所を開設。2008年法人化し、現職。2021年内閣府規制改革
推進会議専門委員。現在、首都圏ならびに沖縄県（南風原町）等にクリニックを展開し、約8100人の在宅患者に24時間対応の在宅総合診療を提供している。

佐々木　淳 医療法人社団 悠翔会 理事長・診療部長／内閣府規制改革推進会議 専門委員（健康・医療・介護）ささき じゅん

Episode

最終回
06

分
の
気
持
ち
を
理
解
し
、合
意
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
。い

ま
も
子
ど
も
や
孫
と
毎
週
末
、素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
こ
と
。平
日
に
は
親
友
が
遊
び
に
来
て
、一
緒
に

麻
雀
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
…
…
。

4
回
目
の
診
療
は
往
診
と
な
っ
た
。

下
肢
の
浮
腫
が
急
激
に
悪
化
、利
尿
剤
へ
の
反
応
も
悪

く
、こ
れ
に
よ
り
彼
女
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
は
急
速
に
低
下
し
て
い
っ

た
。
訪
問
看
護
師
の
提
案
に
よ
り
弾
性
包
帯
を
使
用
す
る

も
、自
分
で
巻
く
こ
と
は
で
き
ず
、排
泄
や
食
事
も
介
助
が

必
要
な
状
況
に
。

「
が
ん
の
終
末
期
と
い
う
の
は
け
っ
こ
う
大
変
な
ん
で
す
ね
」

一
度
だ
け
そ
ん
な
言
葉
を
漏
れ
聞
い
た
が
、治
療
し
な
い

と
い
う
選
択
に
対
す
る
後
悔
を
思
わ
せ
る
言
動
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、診
療
の
た
び
に
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
と

家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
重
ね
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
に

囲
ま
れ
て
静
か
に
旅
立
っ
て
い
か
れ
た
。

“The U
niverse is m

ade of stories, not of 
atom

s.”

（
世
界
は
事
実
で
は
な
く
、物
語
で
で
き
て
い
る
）

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
、ミ
ュ
リ
エ
ル・
リ
ュ
ー
カ
イ

ザ
ー
の
詩
の
一
節
だ
。

人
生
は
選
択
の
連
続
だ
。

そ
の
選
択
の
積
み
重
ね
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
形
作
っ

て
い
く
。

彼
女
は
、が
ん
治
療
に
よ
っ
て
人
生
の
物
語
の
最
終
章

を
誰
か
に
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
よ
り
も
、自
分
自
身

が
描
い
て
き
た
物
語
を
思
い
通
り
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を

優
先
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
70
年
間
、が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
こ
の
身
体
が
愛
お
し
い
」

彼
女
が
遺
し
た
一
言
は
、70
年
間
の
物
語
の
執
筆
活
動

を
終
え
た
自
分
自
身
へ
の
、ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

果
た
し
て
僕
の
物
語
の
執
筆
者
は
本
当
に
自
分
自
身
な

の
だ
ろ
う
か
。

彼
女
の
生
き
様
は
、僕
に
そ
ん
な
問
い
を
投
げ
か
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

SPECIAL COLUMN 隔月連載コラム
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表
示
さ
れ
、
昼
夜
の
日
常
生
活
自
立

度（
A
D
L
）や
安
静
度
、食
事
、転
倒

リ
ス
ク
な
ど
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵

文
字
）で
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
電
子
カ
ル

テ
と
も
連
動
し
て
い
る
た
め
、
院
内

の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で

治
療
方
針
が
迅
速
に
決
定
で
き
る
な

ど
、業
務
が
大
幅
に
効
率
化
さ
れ
た
。

浦
添
総
合
病
院
で
は
新
病
院
に
な

る
前
か
ら
積
極
的
に〝
最
先
端
〟を
導

入
し
て
お
り
、よ
り
良
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。

「
循
環
器
内
科
で
は
２
０
１
９
年
か

ら
医
療
の
地
域
格
差
解
消
や
若
手
医

師
の
教
育
を
目
的
と
し
て
、
遠
隔
映

像
配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
治
療
の
様

子
を
生
中
継
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
時
、
国
内
で
は
2
例

目
で
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
分
野
で
は

初
の
試
み
で
す
。
２
０
２
２
年
か
ら

は
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
計
測
し
た

心
電
図
結
果
を
も
と
に
オ
ン
ラ
イ
ン

受
診
が
で
き
るA

pple W
atch

外
来
も
始
め
ま
し
た
」（
仲
村
氏
）

さ
ら
に
診
療
の
質
向
上
を
支
援
す

る
A
I
問
診「
ユ
ビ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

ナ
ビ
」
を
2
0
1
9
年
に
県
内
で
初

導
入
し
た
の
も
浦
添
総
合
病
院
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
問
診
時
間
が
短
縮
さ

れ
医
師
の
業
務
負
担
も
大
き
く
軽
減

さ
れ
た
。
伊
志
嶺
氏
は「
医
療
環
境

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
よ
り
、職
員
の

働
き
方
も
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
」と
、自
信
を
持
っ
て
言
う
。

こ
う
し
た〝
最
先
端
〟の
積
極
的
な

導
入
は
、
医
療
の
質
や
患
者
安
全
の

担
保
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
の
効
率

化
に
よ
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や

働
き
や
す
さ
に
も
直
結
し
て
お
り
、

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
を
大
き
く

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

同
院
の
最
大
の
強
み
は
優
れ

た
人
材
だ
。
い
く
ら
最
先
端
の

設
備
が
整
っ
て
い
て
も
病
院
機

能
が
充
実
し
て
い
て
も
、医
療
の

質
を
左
右
す
る
の
は
人
で
あ
る
。

同
院
は
人
材
開
発
や
教
育
病

院
と
し
て
も
定
評
が
あ
り
、
充

実
し
た
医
療
環
境
と
教
育
体
制

を
求
め
て
全
国
各
地
か
ら
多
く

の
若
手
医
師
た
ち
が
集
ま
っ
て
く

る
。
2
0
2
4
年
6
月
か
ら
は
、よ
り

納
得
感
の
あ
る
人
事
考
課
に
変
更
す

る
な
ど
、医
師
を
は
じ
め
多
職
種
の

高
い
専
門
性
と
、
一
人
一
人
の
個
性

や
強
み
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
充
実

し
た
教
育
体
制
や
職
場
づ
く
り
に
も

伊
志
嶺
氏
は
力
を
注
ぐ
。

「
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技
術
者
と

い
っ
た
各
専
門
職
を
多
職
種
全
体
で

育
て
る
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
す
。
さ
ら
に
高
校
生
向
け
に
オ
ー

「これまで術者の感覚や経験値
によって判断されていた最適な
骨切量や角度、人工関節の装着
位置などが数値化されることで、
手術の精度が常に担保されてい
ます。手術の“感覚”が“数値”で
明確になるため医師教育にも有
用です」

「遠隔医療を導入したことで、医
療格差解消とともに若手医師の
教育にも役立っています」

遠隔映像配信システ
ムを利用し、カテーテ
ル手術の様子を生中
継する様子。別室で視
聴し、手術中の医師と
リアルタイムで治療
について話し合う

救命救急センターとしての特性上、
複数診療科において時間外労働の
上限はB水準、C-1水準が適用され、当直
中は宿日直許可を取得しない勤務体制を
敷く。宿日直時間は労働時間とみなされ
るが、救急集中治療部には専攻医を含め多
くの医師が在籍しているため交替制勤務
が可能。当直明けはDuty Freeなど、規制
を超えない体制が整う

浦添総合病院
〒 901-2102
沖縄県浦添市前田1-56 -1

社会医療法人 仁愛会

今 回 、 探 訪 し た 病 院

A D

職員の幸せを追求し
誇りを持って働ける病院に

働
き
方
改
革

遠
隔
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

手
術
の
生
中
継

プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
開
催
す
る
な
ど
、

未
来
の
医
療
人
を
育
て
る
取
り
組
み

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
若
い
職

員
た
ち
が
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、
自

身
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
各

職
種
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
高
校
生
た

ち
に
伝
え
て
い
ま
す
」（
伊
志
嶺
氏
）

浦
添
総
合
病
院
で
は
ベ
テ
ラ
ン
だ

け
で
は
な
く
若
手
の
力
も
躍
動
し
て

い
る
。
職
員
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
非
常
に
高
い
。

「
職
員
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
、患

者
さ
ん
を
幸
せ
に
は
で
き
な
い
」

と
い
う
伊
志
嶺
氏
の
強
い
信
念

は
、
法
人
理
念
で
も
あ
る「
働
き

甲
斐
の
あ
る
職
場
」、「
仁
愛
会
の

職
員
で
あ
る
こ
と
が
誇
れ
る
企
業
」

に
も
通
じ
て
い
る
。

「『
患
者
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
』、

『
当
院
で
働
く
全
て
の
職
員（
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
含
む
）の
幸
せ
の
た
め

に
』、『
地
域
か
ら
選
ば
れ
愛
さ
れ
る

病
院
』
を
目
指
す
。
こ
の
想
い
を
胸

に
刻
み
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
て
い
き
た
い
」

浦
添
総
合
病
院
が
発
展
し
続
け
て

い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

人工膝関節手術支援ロボット
「ROSA Kneeシステム」を導入

沖 縄 編

U
rasoe G

eneral H
ospital

社
会
医
療
法
人 

仁
愛
会

浦
添
総
合
病
院

日
本
列
島
病
院
探
訪

武藤  亮上原 裕規
整形外科医長循環器内科主任部長
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